
山地のブナ帯の林下に生える。葉の裏面脈上にやや粗い毛を散生し、表面にもときにすこし毛のあること
がある。地下茎は匐枝状で細く、長く横に伸び、節間は長く、葉は少数つき、葉身は卵円形もしくは広卵心
形で、急に短くとがり、長さ2-4cm、基部は深い心形、表面は深緑色。花は4-5月にやや葉に先だって咲き、
白色。

県内では3ヶ所に現存しているが、シカの採食や土砂の
堆積により消失の危機にある。

生育地の保全が重要である。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点
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■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

東播磨、西播磨

■ 国内分布

本州（関東から紀伊半島）、四国、九州

■ 選定理由
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